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燃え上がる炎に
新しい年をみつめる



防
災
情
報
、
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て

い
た
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
は
、
平
成
29
年

２
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
終

了
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

１
月
時
点
で
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
加
入
率
は
、

43
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
上
の
観
点
か

ら
も
早
急
に
新
し
い
情
報
通
信
体
制
の
整
備
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
は
平
成
26
年
５
月
に
、

情
報
通
信
事
業
検
討
委
員
会
（
商
工
会
、
な
が

の
農
協
、
消
防
団
長
、
住
民
の
代
表
等
で
組
織
）

に
対
し
、「
平
成
29
年
２
月
以
降
の
情
報
通
信

事
業
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
27
年
５
月
に
は
情
報
通
信
事
業
検
討

委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。（
下
図
を

参
照
）

　

町
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
多
く
の
町
民

へ
情
報
伝
達
が
可
能
な
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ

タ
ル
）
と
し
、
屋
内
放
送
、
屋
外
放
送
、
地
区

放
送
が
可
能
な
施
設
の
整
備
を
決
め
ま
し
た
。

平
成
27
年
７
月
か
ら
は
、
全
町
を
対
象
と
し
た

電
波
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
電
波
調
査

は
、
信
越
総
合
通
信
局
へ
の
免
許
申
請
等
に
必

要
な
も
の
で
、
併
せ
て
屋
内
放
送
施
設
等
の
電

波
の
受
信
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備
内
容

　

屋
内
放
送
は
、
戸
別
受
信
機
と
し
、
町
民
１

世
帯
あ
た
り
１
台
を
申
込
制
で
無
償
貸
与
し
ま

す
。
こ
の
戸
別
受
信
機
の
受
信
方
法
は
、
お
住

い
の
地
域
に
よ
り
異
な
り
、
３
種
類
の
方
法
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）

　

屋
外
放
送
施
設
は
、
既
存
の
屋
外
放
送
施
設

53
か
所
の
施
設
を
有
線
設
備
か
ら
無
線
設
備
に

更
新
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
設
備
に
つ
い
て
も
よ

り
聞
こ
え
や
す
い
物
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
響
に
つ
い
て
は
、「
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
が
遠
く
て
聞
こ
え
な
い
」「
音
が
反
響
し
て

聞
こ
え
づ
ら
い
」
な
ど
の
過
去
に
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
参
考
と
し
、
電
波
調
査
と
併
せ
再
検

討
を
実
施
し
ま
し
た
。
音
響
に
つ
い
て
は
、
気

象
条
件
、
騒
音
（
自
動
車
）
等
の
環
境
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
導
入
す
る
防
災
行
政
無
線
で
の
放
送

内
容
に
つ
い
て
は
、
電
波
法
に
よ
る
規
制
が
あ

り
、
防
災
行
政
無
線
の
目
的
の
範
囲
内
と
な
り

ま
す
が
、
無
線
の
免
許
申
請
の
過
程
で
可
能
な

限
り
現
行
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
と
同
様
に
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
12
月
28
日
に
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
、
防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
契
約
予
定
業

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
１
月
12
日
の

議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
、
業
者
と
正
式
に

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

今
後
は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
工
事
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
住
民
説
明
会
の
日
時
に
つ
い

て
は
、
受
信
機
設
置
申
込
書
（
仮
称
）
と
合
わ

せ
て
郵
送
に
よ
り
全
世
帯
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■整備する施設の概要
①親局　１か所（役場庁舎内）

②中継局１か所（一茶記念館）

③屋外放送施設　既存の屋外放送施設を利用する。

（53か所）

④屋内放送設備（戸別受信機）　全戸（住民）、公共施

設等（避難所、各集会所、病院、駅等）約 4,000 か所

⑤戸別受信機の受信用アンテナ

　1 ダイポールアンテナ　約 4,000 か所のうち約 8

割

　2 3 素子八木アンテナ　10 世帯程度

　3 ロッドアンテナ　約 4,000 か所のうち約 2 割

■工事期間
平成 27年度～平成 29 年度の 3か年

■今後のスケジュール　
2 月中旬頃　住民説明会日程通知および設置申込書

送付

3月～ 4 月頃　住民説明会（全世帯対象）

7月～12 月頃　戸別受信機設置および調整（申込者）

平成 29 年

1月～3月　戸別受信機の調整等

④屋内放送設備
家の中には新しい戸
別受信機により伝達

③屋外放送施設
屋外にはスピーカー
で伝達

外出先には携帯電
話メールで伝達
（既存のメール配信
サービスと連動）

防災行政無線等による情報提供の体系図

①地区（コミュニティ）放送の必要性について
現在は地区ごとに情報伝達を行っている地域があり、
今後も地区ごとに放送できる施設を必要としています。
地区ごとに情報伝達ができる施設を検討いただきたい。
②屋内（戸別）放送の必要性について
防災上からも全戸に受信できる設備が必要と考える。
また、戸別受信機については無償で貸与し、公共的施
設や民間事業所等へも配布していただきたい。
③情報提供の手段について
新たに町内全域に有線を敷設するには、多額の費用と
時間が必要となり、大規模地震の際には破線の可能

性も高いため無線系の施設整備が必要と考える。
④提供する情報の種類について

現在のオフトーク通信の放送内容が、今後整備する情
報伝達手段に係る法規則にできるだけ反しない情報内
容となるように考慮されたい。なお、加入率を高めるた
めにも受信料については、無償とされたい。
⑤その他、上記検討内容において必要となる事項

平成 26 年 11 月の神城断層地震で信濃町は震度 5
強を観測しました。今後いつこれ以上の大規模な災害
に見舞われる可能性もありますので、早急に情報通信
体制の整備を図るよう要望いたします。

平成 29 年 2 月でオフトーク放送が終了

防災行政無線を整備します
防災行政無線は、「地域防災計画」に基づき、
地域における防災、応急救助、災害復旧に関する業務に使用することを主な目的としています。
併せて、平常時には一般行政事務に使用できる無線となります。

②中継局（一茶記念館）

①親局（信濃町役場）

■
平
成
29
年
2
月
以
降
の
情
報
通
信

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
答
申
）

町からの
緊急情報です！
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屋根

ダイポールアンテナ

ケーブルは室内へ

3
素
子
ア
ン
テ
ナ

支持柱
エアコンダクトなどを
利用し室内へ（貫通
部がない場合は壁面
に 10mm の穴を開け
させていただきます）

戸別受信機

同軸ケーブル

同軸配線

地
震
、
火
災
、
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
情
報

を
素
早
く
確
実
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に

伝
達
す
る
た
め
に
、
宅
内
放
送
用
の
戸
別
受
信

機
を
貸
与
し
ま
す
。
戸
別
受
信
機
は
、
信
濃
町

役
場
の
親
局
や
一
茶
記
念
館
の
中
継
局
か
ら
の

電
波
の
受
信
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
山
な
ど
の

各家庭に設置する
戸別受信機・アンテナ
現在ある有線のオフトーク機器から、新しい無線の戸別受信機に切り
替わります。無線の受信状況により、3種類のアンテナのいずれかの
設置が必要になります。町民のみなさんの家庭に設置が必要となる戸
別受信機・アンテナの詳細について、お伝えします。

障
害
物
が
あ
る
と
電
波
が
届
き
づ
ら
い
た
め
、

電
波
の
受
信
状
況
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
の
種
類

が
変
わ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
が
ど
の
種

類
の
ア
ン
テ
ナ
に
な
る
の
か
、
信
濃
町
に
お
け

る
受
信
機
器
の
エ
リ
ア
図
で
あ
る
右
ペ
ー
ジ
の

下
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。

３
種
類
の
ア
ン
テ
ナ
の
概
要

　

ア
ン
テ
ナ
は
、
①
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
／
②
ダ

イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
／
③
３
素
子
ア
ン
テ
ナ
の

３
種
類
に
な
り
ま
す
。
外
観
は
下
図
を
参
照
く

だ
さ
い
。

　

電
波
調
査
に
よ
り
、
町
民
世
帯
の
約
８
割
は

②
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
屋
外
に
設
置

す
る
も
の
で
、
屋
根
の
下
屋
に
長
さ
1.5
ｍ
程
度

の
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付
け
、
受
信
機
ま
で
ケ
ー

ブ
ル
を
配
線
し
ま
す
。（
戸
別
受
信
機
の
設
置

場
所
が
固
定
さ
れ
ま
す
）

　

残
り
の
約
２
割
は
、
電
波
の
安
定
す
る
場
所

な
ら
設
置
可
能
な
①
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
（
戸
別

受
信
機
の
付
属
ア
ン
テ
ナ
）
で
受
信
が
可
能
で

す
。
③
３
素
子
ア
ン
テ
ナ
は
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン

テ
ナ
で
受
信
で
き
な
い
地
域
に
設
置
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
設
置
費
用
は
、
町
が
負
担
し

ま
す
。（
２
台
目
以
降
は
実
費
を
負
担
い
た
だ

き
ま
す
）

　

戸
別
受
信
機
や
ア
ン
テ
ナ
の
申
込
方
法
、
設

置
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
で

説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
都
合
を
つ
け
て
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「住民説明会を開催します」

　この説明会は、町と工事受託業者が共催し、
工事概要、戸別受信機の設置までの流れ、戸
別受信機設置手続き等について説明を行いま
す。4 ～ 6 会場で開催を予定しています。
　時間や会場については、広報折込チラシまた
は、郵送等によりお知らせします。

問総務課 庶務係　☎（255）3143

■戸別受信機・アンテナの設置の流れ

①戸別受信機設置申込書（仮称）によりお申し込みください。

※アンテナの種類により、アンテナ設置場所、戸別受信機設置場所

を決める必要があります。

②工事受託事業者から工事日程について連絡があります。

③工事日時に屋外工事（アンテナ設置）、屋内工事（配線）を行い、

戸別受信機の設置がされます。

※電波の状況を確認し設置します。

④オフトーク放送機器の撤去、オフトーク廃止申請書を記入します。

（加入者のみ）

戸別受信機のアンテナ別
カバーエリア図

【アンテナ別カバーエリア】

ロッドアンテナ

３素子アンテナ

ダイポールアンテナ　上記以外
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②ダイポールアンテナ ③ 3 素子アンテナ①ロッドアンテナ（戸別受信機）

戸別受信機取付図
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効
率
的
な
人
員
配
置
と
、給
与
水
準
の
適
正
化
を
図
り
ま
す

職
員
数
と
給
与
状
況

職員の給与は、地方公務
員法に定める給与決定

の原則に基づき、生計費、国
や他の地方公共団体の職員の
給与、民間事業の従業者の給
与などを参考にして定めており、
給与の基本的な事項は、議会
の議決を経て「一般職の職員
の給与に関する条例」などで
定められています。
　職員数については、第7次
行政改革大綱に基づき、適正
な人員の配置を行っていきま
す。

問 総務課 庶務係 
☎（255）3143

■ 特別職の報酬等の状況
　 （27 年 4 月 1日現在）

区　分 給料月額・報酬等

議　長 278,000円

副議長 202,000円

議　員 180,000円

区　分 期末手当

町　長
副町長
議　長
副議長
議　員

6月分：1.475月分
12月分：1.625月分

区　分 給料月額・報酬等

町　長 696,000円

副町長 577,000円

※平成 25 年４月から平成 26 年
12月まで、町長・副町長の期末手
当については支給していません。

国家公務員と地方公務員の給料水準を比較する方法として、ラスパイレス指数があります。
国家公務員の給料を100とした場合、町の職員の給料がどのくらいかを示したものです。

【平均給与月額】
給料月額のほか扶養手当、地域手当、住居手当、
時間外手当など全ての手当額を合計したもの

【平均給与月額（国ベース)】
国家公務員の平均給与月額には時間外手当、特
殊勤務手当等が含まれていないことから、比較の
ために国家公務員と同じベースで再計算したもの

信濃町 96.3

■ ラスパイレス指数の状況 （各年4月1日現在）

■ 経験年数別・学歴平均給料月額の状況 （一般行政職・27 年 4 月1日現在）

■ 平均の年齢・給料・給与 （27 年 4 月1日現在）

■ 職員の手当の状況

【期末手当・勤勉手当】
一人当たり

平均支給年額（26年度） 129.2万円

平成26年度支給割合 期末手当：2.6月分
勤勉手当：1.5月分

【扶養手当】
配偶者 13,000 円

子等の
扶養親族

6,500 円
満15歳以上22歳まで加算5,000円

H26 H27H23 H24 H25

信濃町 国

平均年齢 41.5歳 43.5歳

平均
給与月額 377,980円 ―

平均
給料月額 319,100円 334,300円

初任給 経験10年 経験15年 経験20年

大学卒 174,200円 248,400円 283,100円 313,300円

高校卒 142,100円 － 240,700円 287,300円

給与の状況
■ 職員の給与の状況

平成26年度一般会計決算額 53億4,067万円
うち人件費総額 7億3,177万円

給
与
費

給料 3億8,706万円
職員手当 6,601万円
期末勤勉手当 1億3,664万円

議員・委員等報酬 1億1,848万円
特別職 2,358万円

平成 26 年度
一般会計決算額に
人件費が占める割合

13.70％
（H25:11.66％）

給料

職員手当

期末･勤勉手当
議員・委員等報酬

平成 26 年度一般会計決算額
53 億 4,067 万円

H26
計画前年

H27
（1 年目）

H28
（２年目）

H29
（３年目）

H30
（４年目）

H31
（５年目）

5年間の合計
（進捗率）

119 119（±0） 0（△100％）

※各年のカッコ内は、対前年比の増減数です。合計欄は、5年間の累計と、目標数値に対
する進捗率を示しています。

年
齢
別
職
員
構
成

20歳未満 20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳 60歳以上 年齢

区分

■ 定員管理の数値目標の年次別進捗状況 ( 病院・水道を除く）

平成26年：119人 平成31年：114人純減数
5人

純減率
4.2％

この表は、税務職・医師・薬剤
師・医療技術職・看護師・保育
士・企業職・技能労務職に該当
する職員を含んでいません。

一般行政職

91 人

【住居手当】

借家 12,000円を超える場合27,000円
を限度に家賃の半額を支給

【通勤手当】

乗用車等使用 2km以上距離に応じ
て3，800円～19,100円

電車・バス利用
45,000 円まで全額それ
を越える部分は 5,000
円を限度に半額支給

部門 議会 総務 税務 農林水 商工 土木 民生 衛生 教育 病院 水道 下水 その他
人数 3 20 7 11 8 9 27 11 16 74 5 2 5

26年度
204人
27年度
198人

一般行政部門 特別行政部門 公営企業等会計部門

95人 92人17人

96人 86人16人

0人 7人 11人 7人 3人 13人 18人 12人 10人 4人 6人 0人

90

100

【公表】

94.3

職員数の状況
■ 部門別職員数の推移級

別
職
員
数
の
状
況

（1級）
主事補・主事

（2級）
主　任

（3級）
主　査

（4級）
係長・主幹

（5級）
課長・課長補佐

（6級）
課　長

職務
内容

17人 7人 28人 29人 8人 2人

※平成 24 ～ 25 年の間、国家公務員給与が、大震災復興財源として平均 7.8％削減されてい
ました。

102.3 103

94.8

96.3

■ 一人当たりの平均給与 　527 万円
                                （H 25：500 万円）



お母さん
のメッセージ
　　付き！

 　げ ん き っ こ

 Genkikko
　　　１歳半児健診に来てくれた
　　　　　おともだち

２月

矢
やざわ

沢　颯
そう

ちゃん（柏原）
お母さん：宏美さん

これからもいっぱい食べてたくましい男の子になってね！

BOY

波
は た

田　悠
ゆえん

音ちゃん（富濃）
お母さん：美沙さん

いつも元気で自由な悠音。
これからたくさん楽しいオ
シャベリができるのを楽し
みにしています。

GIRL

小
こばやし

林　楓
う た

詩ちゃん（柏原）
お母さん：彩音さん

いつもにこにこ笑っていて
くれるうた。元気に大きく
なってね。

GIRL

佐
さとう

藤　弦
げんた

太ちゃん（古間）
お母さん：あゆみさん

良く食べ、良く笑い、とて
も元気な弦太くん。お姉ちゃ
んと仲良く、すくすく大き
くなってね。

BOY

佐
さとう

藤　航
こうた

太ちゃん（古海）
お母さん：文子さん

これからも航太のペースで
すくすく育っていってね♡

BOY

竹
たけだ

田　莉
り な

菜ちゃん（富濃）
お母さん：三津子さん

いつも元気いっぱいの莉菜
ちゃん。これからもお兄ちゃ
ん達と一緒に元気にすくす
く育ってね。

GIRL

須
す の は ら

之原煌
てるき

晃ちゃん（平岡）

お母さん：由紀さん

元気いっぱいの煌晃クン
、

のびのび大きくなってく
だ

さい。これからも楽しみで
す。

BOY

神
かんだ

田　大
たいよう

耀ちゃん（大井）
お母さん：百恵さん

いつも風邪っぴきの大耀君。人
なつっこく皆をいやしてくれま
す。大きくなってくれてありが
とう。

BOY

佐
さとう

藤　茉
ま ゆ

優ちゃん（大井）
お母さん：礼子さん

お姉ちゃんと遊ぶのが大好

きなまゆ。たくさん食べて

たくさん遊んでおおきくお

おきくなぁーれ！

GIRL

山川昭二氏（柏原）が永年の功績を認められて、旭日単光章を受章さ

れました。12 月 25 日、ご自宅において、横川町長から勲章が伝

達されました。

　山川氏は、昭和 44 年から 4 期 16 年の長きにわたり信濃町議会議員

として町政発展にご尽力されました。その間、昭和 56 年から 4 年間は

議長として議会の円滑な運営に尽力されたことや北部衛生施設組合議会

議長などを務められ、町の発展にご尽力をいただいたほか、町政の様々

な分野でご活躍をいただきました。

まちの話題　Town Topicsまちの話題　❷ Town Topics

町議会議員として、4 期 16 年間、町政発展に尽力されました

 山川昭二氏 旭日単光章叙勲の栄に浴す
Topics

北村利明氏（古海）が永年の功績を認められて、旭日単光章を受章さ

れました。12 月 25 日、ご自宅において、横川町長から勲章が伝

達されました。

　北村氏は、昭和 48 年から 3 期 12 年の長きにわたり信濃町議会議員

として町政発展にご尽力されました。その間、昭和 52 年から 4 年間は

監査委員として適正かつ厳正な監査を行い、健全な町財政運営の推進に

ご尽力をいただいたほか、町の発展のために町政の様々な分野でご活躍

をいただきました。

町議会議員として、3 期 12 年間、町政発展に尽力されました

 北村利明氏 旭日単光章叙勲の栄に浴す Topics

平成 27 年度から平成 36 年度までを見据え、環境に関する施策を総合

的・計画的に推進するため、「信濃町第 2 次環境基本計画」を策定しま

した。新しい計画では、現行計画の枠組みを継承しつつ、目指すべき望まし

い環境像を定め、5 つの基本目標を重点的に推進しています。

　町の環境づくりは、住民、事業者、各種団体のみなさんと行政が一体とな

り、進めていくことが重要になります。一層のご理解とご協力をお願いしま

す。計画の内容は、町ホームページや全戸配布する概要版をご覧ください。

豊かな自然環境を守り、次世代へ引き継いでいくために

 信濃町第 2 次環境基本計画を策定しました Topics

望ましい環境像

次世代にバトンタッチ　誇れる自然　信濃町

問住民福祉課 環境係 ☎（255）５９２４

美しい自然と共生するまち 自然環境
1．豊かな自然を育む

2．自然と人とのふれあいを確保する

うるおいとやすらぎに満ちたまち 快適環境
1．みどりあふれる身近な空間を創造する

2．信濃町らしい景観を保全・創造する

良好な生活環境のまち 生活環境
1．きれいな空を守る

2．ポイ捨て、不法投棄を防ぐ

地球温暖化防止と循環型社会を
目指すまち

地球温暖化、
エネルギー等

1．地域環境問題への取り組みを進める

2．ごみを減らして適正に処理する

共に環境保全に取り組むまち
環境保全

活動の推進
1．環境教育・環境学習を進める

2．環境保全活動を進める

5 つの環境目標 行政の主な施策

横川町長に答申する環境審議会の間瀬会長（右）

分野
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申
告
に
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
な
る
べ
く
指
定
の
日
時
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
日
程
表
は
広
報
1
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
　
　   

　

■
平
成
27
年
中
の
所
得
が
分
か
る
書
類

◎
給
与
所
得
者　

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◎
年
金
所
得
者　

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◎
事
業
所
得
者　

営
業
・
農
業
・
不
動

産
所
得
の
収
支
内
訳
書
（
収
支
・
経
費
の

詳
細
が
分
か
る
資
料
や
領
収
書
等
）

※
事
前
提
出
の
方
を
除
く

■
各
種
控
除
の
書
類

◎
医
療
費
控
除　

領
収
書
な
ど

　

平
成
27
年
中
に
本
人
や
生
計
を
一
に

す
る
家
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。　

※
支
払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら
保
険

等
で
補
填
さ
れ
た
金
額
を
差
し
引
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
書
類
も
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①
社
会
保
険
・
共
済
等
か
ら
給
付
を
受
け

た
も
の　
（
例
）高
額
療
養
費
等

②
生
命
保
険
・
損
害
保
険
等
か
ら
給
付
を

受
け
た
も
の　
（
例
）損
害
費
用
保
険
金
・

医
療
保
険
金
・
入
院
給
付
金
等

☆
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
例
）予

防
接
種
料
・
文
書
料
・
補
聴
器
代
等

◎
社
会
保
険
料
控
除

　
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

◎
扶
養
控
除

　

配
偶
者･

扶
養
者
に
所
得
が
あ
っ
た
人

は
、
所
得
金
額
が
分
か
る
も
の

◎
生
命
保
険･

地
震
保
険
等
控
除

生
命
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

◎
雑
損
控
除　

領
収
書
な
ど

◎
寡
婦
（
夫
）
控
除

申
告
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除

　

身
体
障
害
者
手
帳
／
療
育
手
帳
／
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
／
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
、
介
護
支
援
係
発
行

の
障
害
者
控
除
認
定
書
（
事
前
に
介
護
支

援
係
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
寄
附
金
控
除

　

寄
附
し
た
団
体
か
ら
の
受
領
書
な
ど

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な

ど
（
最
初
の
年
は
、
住
民
票
、
家
屋
の

登
記
事
項
証
明
書
な
ど
も
必
要
で
す
）

■
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
口
座
番
号

■
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
申
告
用

紙
が
あ
る
方
は
、
そ
の
申
告
書

■
印
鑑

2
月
16
日
～
3
月
15
日
の
間
、
役
場
で
申
告
相
談
を
実
施

所
得
税･

町
県
民
税
の
申
告
相
談

申告

問
総
務
課
税
務
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
１

長野税務署の確定申告会場
長野市若里市民文化ホール

所得税／贈与税／
個人事業者の消費税・地方消費税

長野市役所長野県庁

丹波島橋 長野日赤 バス停
日赤

バス停
ビッグハット前

犀川
長野大橋

信大工学部

県民文化会館

ビッグハット

ＮＨＫ

ＪＲ長野駅

国道 19号

国
道
18
号国道 19 号

国
道
１
１
７
号

若里市民文化ホール

申告会場

■2月21日日／2月28日日は、休日受付
を行います。
▪混雑状況により受付の締切時間を繰り上
げさせていただく場合があります。
▪会場は大変交雑するため、長時間お待ち
いただく場合がございます。
▪国税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」を利用いただくと、自宅で確定
申告書が作成できます。印刷して送付やeｰ
Taxで送信（事前準備が必要）ができます。

▶開設期間　２月15日月～３月15日火（土日祝日除く）
▶受付時間　午前９時～午後４時

期間中は、長野税務署庁舎で
の申告相談は行っていません

■申告や会場についてのお問い合わせは
長野税務署 ☎(234)0111
（自動音声案内につながります）

※このフローチャートは簡易に判断するものです。ご不明な場合は税務係にお問い合わせください。

☑チェック！申告が必要なのかご確認を！

所得税の確定申告／住民税の申告はお早めに ◆申告が円滑に行えるよう、事業所得の「収支内訳」や医療費控除の「領収書」は事前に集計しておきましょう。
◆申告書に添付する必要がある給与 ･ 年金所得の源泉徴収票や各種控除の書類は大切に保管しておきましょう。

①
給
与
が
主
な
所
得
の
方

会
社
員

ア
ル
バ
イ
ト

パ
ー
ト　

な
ど

②
公
的
年
金
が
主
な
所
得
の
方

年
金
受
給
者

③
個
人
事
業
者
の
方

自
営
業
／
農
業

な
ど

④
収
入
の
な
か
っ
た
方

専
業
主
婦　

な
ど

給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る

所
得
の
合
計
額
が
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い

税
法
上
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る

はい

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
寄
附
金
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
追
加
の
控
除

が
あ
る給

与
以
外
の

所
得
は
20
万

円
を
超
え
る

所
得
税
の

確
定
申
告

町
県
民
税

の
申
告

はい

所
得
税
の

確
定
申
告

税
務
係
へ

電
話
で
報
告

あ
な
た
を
扶
養

し
て
い
る
方
は

町
内
に
い
る

平成 28 年 1 月 1 日に信濃
町にお住まいでなかった方
　信濃町での申告は必要あり
ません。
　平成 28 年１月１日にお住ま
いだった市区町村に確認して
ください。

年
末
調
整
さ
れ
た
給

与
以
外
に
所
得
が
あ
る

（
退
職
所
得
を
除
く
）

い
い
え

い
い
え

は
い

いいえ申
告

不
要

い
い
え

は
い

はい

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

「④収入のなかった方」とは

病気などで収入がなかった方のほか、障害者年金や遺族年金などの非課税所得のみの受給者も該当します。
上記のフローチャートで「税務係へ電話で報告」の方は、連絡をいただかないと、所得証明・非課税証明書など
が必要なときにすぐ交付することができず、また、国民健康保険税や児童手当などの判定に、支障が出る場合が
あります。できるだけ、2 月 15 日までにご連絡ください。

申
告

不
要

町
県
民
税

の
申
告

扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控

除
、
医
療
費
控
除
控
除
な
ど

追
加
の
控
除
が
あ
る

公
的
年
金
以

外
の
所
得
は

20
万
円
を
超

え
る

所
得
税
の

確
定
申
告

町
県
民
税

の
申
告

公
的
年
金
等
以
外
の
所

得
が
あ
る い

い
え

は
い

いいえ申
告

不
要

はい

はい

いいえ
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Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-R／USBメモリなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

　新春の伝統行事「どんど焼き」が1月 10日、多くの地

域で行われました。例年ではこの時期、多くの雪に覆わ

れる信濃町ですが、少雪のため、どんど焼きの周囲には

雪がない珍しい年となりました。

　古間地区の舟岳と南町団地では、大きなやぐらが組ま

れ、点火されると大きな火柱が勢いよく昇っていまし

た。やぐらがくずれると、火を囲み、繭玉やマシュマロ

などを焼いて食べてる地域の人たち。新たに始まった1

年の健康と安全を願いました。

みんなで無病息災を願う
各地区で行われた伝統行事「どんど焼き」

　町は電気自動車用の急速充電器を道の駅「しなの」に設

置しました。次世代自動車の電気自動車が安心して使え

る環境の整備を目的に設置。電気自動車の環境整備をす

ることで、二酸化炭素の排出量を抑え地球温暖化を抑制

できる社会につなげていきます。急速充電器を使用には、

「充電用カード」か「エコQ電」（スマートフォンとクレ

ジットカードが必要）の利用が必要になります。

地球温暖化を抑制する社会へ
道の駅「しなの」に電気自動車の急速充電器を設置

　道の駅「天望館」で1月10日、新春のおもちつきが行わ

れました。大勢の親子連れが訪れ、おもちつきに参加しま

した。「おもちつきをしたい人は手を挙げてね」と言われる

と、元気よく手を挙げる子どもたち。自分の順番になると、

小さな子どもは、お父さんやお母さんと一緒に大きな杵を

振り上げて、おもちつきを楽しみました。出来上がったお

もちは親子でおいしそうに食べていました。

お正月、元気におもちつき
道の駅「天望館」で親子もちつき大会

　1月17日～19日にかけて飯山市で行われた、第54

回長野県中学校総合体育大会スキー競技会において、好成

績を収めた信濃小中学校の生徒4名が全国大会への出場

を決めました。

　第53回全国中学校スキー大会は、2月2日～2月6

日にかけて北海道の富良野市、名寄市のスキー場で行われ

ます。写真左からアルペンスキーの部の高
たかだ

田隼
しゅんのすけ

之助さん、

若
わかつき

月夕
ゆうか

果さん、クロスカントリースキーの部の笠
かさはら

原芽
め い

生さ

ん、沓
くつかけ

掛隼
はやと

士さんが、全国の強豪に挑みます。

全国の強豪に 4 人が挑む
全国中学校スキー大会に 4 人が出場

◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

　信濃町は県の「信州ACEプロジェクト」とタイアップ

し、地産地消の推進や町民の減塩等の健康増進運動を促進

するため、「信濃町地産地消・地域の健康運動推進事業」を

実施しました。

　健康教室プログラムとして、ウォーキング体験、健康講

座、料理実習の全3回の講座を開催。1月14日は総合会

館で、3回目の「楽チン健康！クッキング」に20名が参加

し、講師のフードディレクター寺脇加恵（写真：左から3人

目）さんから、おいしく減塩できる料理方法を学びました。

おいしい減塩料理で健康長寿
信濃町地産地消・地域の健康運動推進事業

　放課後子ども教室は、信濃小中学校が終わった後の子

どもたちの居場所づくりのために行っているものです。

　１月15日、この日は郷土料理教室で「すあま」をみん

なで作りました。「すあま」は、米粉に砂糖を混ぜて練っ

たお菓子です。子どもたちは、米粉に少しずつ砂糖をま

ぜてはこねる作業を繰り返しました。ちょうどよい甘さ

になったところで、棒状に伸ばし完成。先生の片山のり

子さんが、最後に棒状の「すあま」を糸できれいに切り分

け、みんなで味見をしました。

郷土食づくりを体験！
放課後子ども教室で「すあまづくり」

　正月の風物詩となっている箱根駅伝が、1

月2・3日に行われ、今年も熱戦を繰り広げま

した。今年は信濃町出身の酒井雅喜さんが、

城西大学の4区として出場し力走を見せまし

た。酒井さんは１月6日、役場を訪問して、横

川町長に箱根駅伝出場を報告。「来年はもっ

と頑張って１～3区を走りたいです」と、今後

の抱負を話す酒井さんは、現在、大学2年生。

今後の更なる活躍が期待されます。

箱根駅伝で力走！
酒井雅喜さん箱根駅伝出場報告会
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個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
込
み
を
し
た

方
に
は
、
交
付
準
備
が
で
き
次
第
、
町

か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
間

内
で
予
約
の
上
、
住
民
国
保
年
金
係
窓

口
で
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
に

は
1
人
当
た
り
30
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す

の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
あ
ら
か
じ
め
暗
証
番
号
を
考
え
て
き

て
く
だ
さ
い
。（
下
図
を
参
照
）

■
受
け
取
れ
る
方　

本
人
ま
た
は
法
定

代
理
人
（
本
人
同
伴
）

■
必
要
書
類　

交
付
通
知
書
／
通
知

カ
ー
ド
／
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
の
み
）
／
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
旅
券
、
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
在
留
カ
ー
ド
等
1
点
、

ま
た
は
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
社

員
証
、
学
生
証
、
預
金
通
帳
な
ど
2
点
）

※
法
定
代
理
人
の
方
は
、
加
え
て
代
理

権
の
証
明
書
類
と
代
理
人
自
身
の
本
人

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※
病
気
や
身
体
的
な
障
が
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
本
人
が
窓
口
で
の
受
け
取
り

が
困
難
な
場
合
は
、
任
意
代
理
人
に
よ

る
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
通

知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
住
民
国
保
年

金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Town Information町からのお知らせ2 Feb

若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め

黒
姫
西
口
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

定住

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
２

　

若
者
の
定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
黒
姫
駅
西
口
に
お
い
て
町

営
住
宅
を
建
設
し
、
昨
年
12
月
に
竣
工

し
ま
し
た
。
3
月
よ
り
入
居
可
能
な
合

計
8
戸
の
町
外
か
ら
転
入
す
る
単
身
者

ま
た
は
母
（
父
）
子
世
帯
の
入
所
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
所
在
地　

信
濃
町
柏
原
２
６
９
２
‐

43■
建
物
の
概
要　

木
造
２
階
建
（
平
成

27
年
建
）
８
戸

■
建
物
の
設
備　

１
Ｌ
Ｋ
／
36
㎡
／
洋

室
3.8
畳
／
車
庫
１
台
分
／
上
下
水
道
完
備

■
家
賃　

所
得
区
分
に
よ
り
１
か
月

２
７
，
０
０
０
円
～
４
１
，
０
０
０
円

■
共
用
費　

共
同
部
分（
階
段
、
通
路
、

街
灯
の
電
気
料
、
外
の
水
道
料
）の
実
費

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
（
入
居
時
に

徴
収
、
退
去
時
に
還
付
）

■
申
込
資
格　

①
町
外
か
ら
信
濃
町
に
転
入
し
よ
う
と

す
る
40
歳
以
下
の
単
身
者
（
母
〈
父
〉

子
世
帯
も
含
む
）

②
月
額
所
得
が
10
万
円
を
超
え
る
方
ま

た
は
見
込
み
の
方

③
入
居
決
定
後
、
15
日
以
内
に
信
濃
町

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
方

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持
ち
家
の

あ
る
方
は
対
象
外
）

⑤
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
入
居
申
込
み
時
に
必
要
書
類
等
を
提

出
で
き
る
方

⑦
入
居
者
と
そ
の
同
居
者
が
暴
力
団
員

や
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る

者
で
な
い
こ
と

■
申
込
書
類　

入
居
申
込
書
／
住
民
票

／
納
税
証
明
書
／
所
得
証
明
書
（
扶
養

し
て
い
な
い
方
）
／
所
得
課
税
扶
養
証

明
書
（
扶
養
し
て
い
る
方
）

　

申
込
書
は
建
設
水
道
課
建
設
係
窓
口

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

2
月
15
日
月
～
2
月
24

日
水

■
入
居
者
の
決
定　

申
込
書
類
を
審
査

の
上
、
入
居
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。（
公
開

抽
選
に
は
本
人
の
参
加
が
必
要
で
す
）

■
抽
選
日
等　

２
月
26
日
金　

18
時
か

ら　

役
場
第
３
会
議
室

■
入
居
可
能
日　

３
月
１
日
火
～
４
月

１
日
金

黒
姫
駅
西
口
か
ら
徒
歩
約
1
分
の
場
所
に
、
単
身
者
や
母
（
父
）
子
世
帯
の

た
め
の
町
営
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。
現
在
、
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
業
中
の
事
故
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

雪
下
ろ
し
、
除
雪
機
の
作
業
は
安
全
に

除雪

■
除
雪
機
を
使
う
時

◎
機
械
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く
際

は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

◎
傾
斜
し
て
い
る
所
や
段
差
の
あ
る
場
所

で
は
、
転
倒
や
転
落
に
特
に
注
意
す
る

◎
雪
が
落
下
す
る
構
造
の
屋
根
の
下
で

は
必
ず
雪
が
落
下
し
た
後
に
作
業
す
る

◎
緊
急
停
止
ス
イ
ッ
チ
な
ど
除
雪
機
の 

安
全
装
置
を
確
認
す
る

■
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時

◎
一
人
で
の
雪
下
ろ
し
は
避
け
家
族
や
隣

近
所
に
知
ら
せ
て
か
ら
行
う

◎
暖
か
い
日
や
雨
の
降
っ
た
日
な
ど
は
、 

滑
り
や
す
い
の
で
特
に
注
意
す
る

◎
命
綱
や
滑
り
止
め
を
つ
け
る

◎
は
し
ご
は
倒
れ
な
い
よ
う
固
定
す
る

除
雪
中
の
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
除
雪
作
業
は
寒
い
野
外
で
の
重
労

働
で
す
の
で
、
十
分
な
休
息
を
取
り
安
全
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
庶
務
係 

☎（
２
５
５
）３
１
４
３

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
込
み
を
し
て
「
交
付
通
知
書
」
を
受
け
取
っ
た
方
は
、

予
約
を
し
て
暗
証
番
号
を
考
え
た
上
で
、
役
場
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

交
付
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要
で
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

交付

種類 暗証番号の文字数

①署名用電子証明書用
英数字6字以上16文字以下

※英字と数字を1文字以上を組み合わせる

②利用者証明用電子証明書 数字4桁
②③④は同
じ暗証番号
にすること
ができます

③住民基本台帳事務用アプリ 数字4桁

④券面事項入力補助用アプリ 数字4桁

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎
（
２
５
５
）
６
８
２
０

■お問合わせ先

建設水道課 建設係

☎ ( ２５５) ５９２２

FAX（２５５）４４７０

Ｅ メ ー ル　kensetu@

town.shinanomachi.

nagano.jp

平
成
27
年
度
寡
雪
対
策
資
金
利
子
補
給
制
度

雪
不
足
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
を
支
援

支援雪
不
足
に
よ
っ
て
、
著
し
い
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
次
の
資

金
利
用
者
に
予
算
の
範
囲
内
で
、
借
入
金
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

■
利
子
補
給
の
内
容　

借
入
金
の
年
１
・

15
％
以
内
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

（
借
入
金
の
限
度
額
は
７
５
０
万
円
）

■
利
子
補
給
対
象
者　

信
濃
町
に
事
務

所
を
置
き
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
運

転
資
金
ま
た
は
長
野
県
中
小
企
業
融
資

制
度
の
運
転
資
金
の
融
資
を
平
成
28
年

２
月
８
日
か
ら
平
成
28
年
５
月
31
日
ま

で
に
受
け
た
者
。

■
取
扱
い
金
融
機
関　

八
十
二
銀
行
信

濃
町
支
店
、
新
井
信
用
金
庫
黒
姫
支
店

■
問
い
合
わ
せ　
【
融
資
関
係
】
信
濃
町

商
工
会
（
２
５
５
）
４
３
１
１
／
【
利
子

補
給
関
係
】
商
工
観
光
・
癒
し
の
森
係

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
・
癒
し
の
森
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
４

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/

SHINANO  2016.2.1 14SHINANO  2016.2.115



　

脳
卒
中
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
３
位

で
、
年
間
死
亡
者
13
万
人
、
4
分
に
1
人
が
亡

く
な
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

長
野
県
内
で
は
、
年
間
３
，
５
０
０
人
が
脳

卒
中
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
約
2
万
7
千
人
の

方
が
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
脳
卒
中

は
、
い
っ
た
ん
重
い
症
状
が
回
復
し
て
も
、
マ

ヒ
、
歩
行
障
害
や
言
語
障
害
な
ど
後
遺
症
の
残

る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。「
寝
た
き
り
」

の
原
因
の
第
１
位
、
約
3
分
の
1
の
方
が
脳
卒

中
に
よ
る
も
の
で
す
。

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で
！

脳
卒
中
の
前
触
れ

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
卒
中
に

は
、「
前
触
れ
発
作
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
い
く

つ
か
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
突
然
、

発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
異

変
に
早
い
段
階
で
気
づ
く
こ
と
が
、
脳
卒
中
防

止
の
と
て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
片
方
の
手
足
、
顔
半
分
の
マ
ヒ

●
立
て
な
い
、
歩
け
な
い

●
急
に
片
方
の
目
が
見
え
な
く
な
る

●
突
然
激
し
い
頭
痛
に
見
舞
わ
れ
る

●
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び

専
門
病
院
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

時
間
を
確
認
し
救
急
隊
が
来
た
ら
、
何
時
何

分
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
の
か
を

救
急
隊
に
伝
え
ま
す
。
そ
し
て
家
族
の
方
も

一
緒
に
病
院
へ
付
き
添
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
発
作
に
よ
っ
て
神
経
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
と
、
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
発
作
が
起
き
て
か
ら
の
素
早
い
対
応
に

よ
っ
て
は
、
軽
い
後
遺
症
で
す
ん
だ
り
、
ま
っ

た
く
症
状
が
残
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

身
近
な
人
に
発
作
が
起
き
た
と
き
、
冷
静
に
か

つ
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

脳
卒
中
予
防
、血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

脳
卒
中
の
予
防
に
特
に
重
要
な
の
が
血
圧

で
す
。
高
血
圧
の
場
合
、
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が

正
常
血
圧
の
人
の
５
倍
高
く
な
る
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
脳
卒
中
で
倒
れ
な
い
た
め
に
も
、
毎

日
の
血
圧
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
温
度
変
化
な
ど
に

よ
る
急
激
な
血
圧
変
化
を
招
か
な
い
生
活
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

血
圧
自
己
測
定

　

血
圧
は
緊
張
し
た
状
態
だ
と
、
30
～
40
ｍ
ｍ

Ｈ
ｇ
ほ
ど
上
が
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
宅
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
正

し
い
血
圧
を
測
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
測
定

で
高
い
値
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
血
圧
の
測
り
方　

ポ
イ
ン
ト

○
測
定
は
朝
・
夜　

１
日
２
回

朝　

起
床
後
、
１
時
間
以
内
に
測
定
し
ま
す
。

ト
イ
レ
を
済
ま
せ
た
後
、
朝
食
を
食
べ
た
り
薬

を
飲
む
前
が
ベ
ス
ト
で
す
。

夜　

寝
る
前
に
測
定
し
ま
す
。
入
浴
や
飲
食

の
直
後
は
さ
け
ま
す
。

○
椅
子
に
座
っ
て
か
ら
、
１
～
２
分
経
っ
て
か

ら
測
定
し
ま
す
。

○
家
庭
で
の
血
圧
測
定　

基
準
値
は
（
高
血
圧

治
療
ガ
イ
ド
２
０
０
９
）

64
歳
未
満
の
方
：
１
２
５
未
満
／
８
０
未
満

65
歳
以
上
の
方
：
１
３
５
未
満
／
８
５
未
満

高
血
圧
の
方
は
キ
チ
ン
と
服
薬

血
圧
の
薬
は
忘
れ
ず
正
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う
。

血
圧
を
正
常
に
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

口座振替で前納すると、現金納付による前納よりも割引額が大きくお得です。
前納をご希望の場合は、2 月末までに申し込みください。間に合わなかった

場合は、通常の翌月末振替となることがあります。
※お手続きの際には、通帳とお届け印をお持ちください。

脳
卒
中
の
予
防
を
し
よ
う

血
圧
コン
トロ
ー
ル
が
基
本
！

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
早

い
も
の
で
今
年
も
、
も
う
１
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
雪
が
少
な
く
暖

冬
だ
ね
！
と
い
う
声
が
聴
か
れ

ま
す
ね
。
今
年
は
本
当
に
暖
冬

で
す
。
こ
の
暖
冬
の
原
因
は
、

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
す
。
太

平
洋
の
赤
道
上
の
海
水
温
が
長

期
に
わ
た
り
平
均
を
上
回
る
現

象
で
す
。
今
回
の
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
は
、
２
０
１
４
年
の
夏

か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

で
も
、
こ
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
も
２
０
１
５
年
末
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
今
後
は
勢
力
が
弱
ま

り
正
常
に
戻
る
よ
う
で
す
よ
！

　

さ
て
今
回
の
家
畜
診
療
所
通

信
で
は
、「
牛
は
寒
さ
に
強
い

の
？
」
と

い
う
疑
問

に
答
え
よ

う
と
思
い

ま
す
。

　

上
の
写

真
は
、
冬

の
牛
舎
の

様

子

で

す
。
写
真

の
よ
う
に

牛
舎
の
冬

支
度
は
シ

ー
ト
で
風
を
よ
け
る
程
度
の
簡

単
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
昼
間

は
扉
を
閉
め
切
っ
た
り
せ
ず
、

解
放
で
き
る
扉
は
開
放
し
換
気

を
優
先
し
て
い
ま
す
。
閉
め
切

っ
て
し
ま
う
と
空
気
が
汚
く
な

り
、
肺
炎
な
ど
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
私
た
ち
人
間
か
ら
見

る
と
ち
ょ
っ
と
寒
そ
う
で
す

が
、
実
は
牛
は
寒
さ
に
は
と
て

も
強
い
動
物
な
の
で
す
。

　

乳
牛
の
中
で
白
黒
模
様
の
代

表
的
な
種
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

は
オ
ラ
ン
ダ
原
産
で
す
。
オ
ラ

ン
ダ
は
、
北
海
道
よ
り
も
北
に

位
置
し
て
お
り
、
夏
冬
通
し
て

平
均
気
温
は
東
京
よ
り
も
２
度

ほ
ど
低
い
気
温
で
す
。
寒
さ
は

海
洋
性
気
候
の
影
響
で
北
海
道

ほ
ど
厳
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
比
較
的
涼
し
い
地
域
出
身

の
た
め
寒
さ
は
平
気
で
す
。
逆

に
暑
さ
に
は
弱
い
で
す
。
で
も

さ
す
が
に
マ
イ
ナ
ス
10
度
を
下

回
る
と
生
産
性
が
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
が
、
生
命
が
危
険
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
0
度
付

近
で
も
平
気
な
ん
で
す
。

　

牛
の
寒
さ
に
強
い
理
由
で
す

が
、
実
は
牛
は
お
腹
の
中
に
大

き
な
湯
た
ん
ぽ
が
あ
る
の
で

す
！
牛
は
４
つ
の
胃
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
４
つ
の
中
の
１

番
目
の
胃
（
焼
肉
屋
さ
ん
で
は

「
み
の
」
の
部
分
に
な
り
ま
す
）

は
容
積
が
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以

上
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
用
お
風

呂
の
湯
量
が
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

ほ
ど
で
す
の
で
、
そ
の
大
き
さ

が
想
像
で
き
ま
す
。

　

こ
の
第
一
胃
の
中
で
は
膨
大

な
数
の
微
生
物
が
住
ん
で
い
ま

す
。
牛
が
食
べ
た
草
は
、
実
は

そ
の
ま
ま
で
は
牛
も
吸
収
で
き

ま
せ
ん
。
食
物
の
繊
維
は
、
牛

自
身
の
消
化
酵
素
で
は
分
解
で

き
な
い
の
で
す
。
で
は
、
こ
の

分
解
で
き
な
い
繊
維
を
ど
う
し

て
い
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、

第
一
胃
の
中
の
微
生
物
た
ち
に

よ
り
、
こ
の
繊
維
を
分
解
し
栄

養
を
取
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
繊
維
を
分
解
す
る
過
程
で
発

酵
熱
が
発
生
し
ま
す
。
つ
ま
り

お
腹
の
中
に
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

も
の
湯
た
ん
ぽ
が
あ
る
よ
う
な

も
の
な
の
で
す
。
動
物
は
筋
肉

や
肝
臓
か
ら
出
る
熱
で
体
温
を

維
持
し
ま
す
が
、
牛
は
、
さ
ら

に
こ
の
胃
か
ら
出
る
強
力
な
熱

源
を
持
っ
て
い
る
た
め
寒
さ
に

強
い
の
で
す
よ
！

獣医師：清水達夫

口座振替を利用して前納すると便利でお得です

 国民年金保険料の早割制度
Topics

問住民福祉課 住民国保年金係  ☎ ( ２５５) ６８２０

牛舎に風よけのシートがつるされています

通
常
の
保
険
料

１
か
月
早
割

6
か
月
早
割

１
年
早
割

2
年
早
割

割引額（平成 27 年度の目安）

50円
1,060円

3,920円

15,360円

早割は
お得です！

講演会情報！健康づくり講演会を開催します　

「生活習慣病、その予防と健診の意義」
講師　ながさき医院　長崎忠悦　院長

　　　（日本脳神経外科学会認定　脳神経外科専門医）

日時　平成 28 年 3 月 6 日日　14 時～ 15 時 30 分

会場　総合会館 大ホール

その他　参加費無料／予約不要

脳神経外科専門医の長崎先生の講演会です。脳や心臓など大切な臓器をいか

にして守るか、生活習慣病予防の基本、健康診断を受けるメリットなど、わか

りやすい内容となっています。みなさんの参加をお待ちしています。

SHINANO  2016.2.1 16SHINANO  2016.2.117



た
。
ま
た
、
終
わ
っ
た
後
の
落
穂
ひ
ろ
い

ま
で
丹
念
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も
の

姿
を
見
て
、
柳
本
さ
ん
が
し
き
り
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
「
米
一
粒
を
大
切
に
」
と

い
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
確
か

に
生
き
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

脱
穀
　服
部
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

千
歯
扱
き
、
足
踏
み
脱
穀
機
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
で
の
脱
穀
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。時
代
が
豊
か
に
な
り
、

安
全
に
効
率
よ
く
脱
穀
が
で
き

る
あ
り
が
た
さ
も
実
感
で
き
ま

し
た
。

そ
の
あ
と
自
分
た
ち
で
脱

穀
・
精
米
を
し
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
手
や

道
具
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

野
球
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
り
、

フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
た
り
、
ユ

ニ
ー
ク
な
方
法
で
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

収
穫
祭
　４
学
年
の
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

役
割
を
持
ち
、
自
分
た
ち

で
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
を
ご
招
待
し
よ
う

と
い
う
目
標
の
も
と
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
計
画
か

ら
当
日
の
運
営
ま
で
、
何

か
ら
何
ま
で
自

主
的
に
行
動
す

る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
は
、

自
分
た
ち
で
つ

い
た
お
餅
を
会

食
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
授
業
で
自
分

た
ち
の
田
ん
ぼ
の
近
く
を
滑
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
頑
張
っ
た
こ
と
や
お
世
話

に
な
っ
た
経
験
を
思
い
返
し
、

満
足
感
に
浸
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
田
ん
ぼ
の
活
動
を
通
し
て

培
っ
た
自
己
表
現
力
や
自
主
性

は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
ま
す

ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
田
ん
ぼ
に

関
わ
っ
た
こ
れ
ら
の
経
験
を
糧
に
、
も

う
す
ぐ
高
等
部
へ
の
進
級
を
迎
え
る
４

年
生
で
す
。

　　　　　　いよいよ稲刈り

千歯扱き体験

豊作を祝って太鼓演奏

４
年
生
は
毎
年
米
作
り
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
例
年
の
よ
う
に
、
米
作
り
の
プ
ロ
で
あ

る
町
内
の
柳
本
さ
ん
、
風
間
さ
ん
、
服
部
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
一
生
懸
命
、
楽

し
く
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

ど
ろ
り
ん
ピ
ッ
ク
　昨
年
度
の
４
年
生
も

行
っ
た
活
動
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
田
ん
ぼ

の
泥
と
徹
底
的
に
親
し
み
ま
し
た
。
一
言
で

表
す
と
泥
遊
び
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
本

当
に
楽
し
そ
う
な
表
情
で
し
た
。
特
に
、
日

ご
ろ
の
学
校
生
活
で
と
て
も
大
人
し
い
子
も

こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
積
極
的
な
姿
を
た

く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授
業

参
観
で
挙
手
を
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る

な
ど
、
保
護
者
の
方
も
驚
く
よ
う
な
成
長
を

遂
げ
ま
し
た
。

田
植
え
　ど
ろ
り
ん
ピ
ッ
ク
の
時
に
は
泥

に
抵
抗
が
あ
っ
た
子
も
、こ
の
頃
に
な
る
と
、

自
分
か
ら
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
ど
ん
ど
ん
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
列
が

終
わ
る
と
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
列
を
植

え
始
め
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な

姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

生
き
物
観
察
　ア
フ
ァ
ン
の
森
の
方
々
に

も
協
力
い
た
だ
い
て
、
田
ん
ぼ
の
中
の
水
中

生
物
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。「
無
農
薬
で

育
て
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
田
ん
ぼ
に
は

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
水
中
生
物
が
集

ま
っ
て
く
る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
を
、ア
フ
ァ

ン
の
森
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
貝
な
ど
を

見
つ
け
る
た
び
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

稲
刈
り
　事
前
に
服
部
さ
ん
に
稲
の
縛
り

方
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
子
ど
も
た
ち
。

当
日
も
、
ど
ん
ど
ん
稲
を
刈
っ
て
い
き
ま
し

米作りを終えて

水中生物の観察

　　　　　　いよいよ稲刈り

用 水 路 探 検

どろもへっちゃら

防
災
情
報
、
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て

い
た
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
は
、
平
成
29
年

２
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
終

了
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

１
月
時
点
で
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
加
入
率
は
、

43
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
上
の
観
点
か

ら
も
早
急
に
新
し
い
情
報
通
信
体
制
の
整
備
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
は
平
成
26
年
５
月
に
、

情
報
通
信
事
業
検
討
委
員
会
（
商
工
会
、
な
が

の
農
協
、
消
防
団
長
、
住
民
の
代
表
等
で
組
織
）

に
対
し
、「
平
成
29
年
２
月
以
降
の
情
報
通
信

事
業
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
27
年
５
月
に
は
情
報
通
信
事
業
検
討

委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。（
下
図
を

参
照
）

　
町
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
多
く
の
町
民

へ
情
報
伝
達
が
可
能
な
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ

タ
ル
）
と
し
、
屋
内
放
送
、
屋
外
放
送
、
地
区

放
送
が
可
能
な
施
設
の
整
備
を
決
め
ま
し
た
。

平
成
27
年
７
月
か
ら
は
、
全
町
を
対
象
と
し
た

電
波
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
電
波
調
査

は
、
信
越
総
合
通
信
局
へ
の
免
許
申
請
等
に
必

要
な
も
の
で
、
併
せ
て
屋
内
放
送
施
設
等
の
電

波
の
受
信
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備
内
容

　
屋
内
放
送
は
、
戸
別
受
信
機
と
し
、
町
民
１

世
帯
あ
た
り
１
台
を
申
込
制
で
無
償
貸
与
し
ま

す
。
こ
の
戸
別
受
信
機
の
受
信
方
法
は
、
お
住

い
の
地
域
に
よ
り
異
な
り
、
３
種
類
の
方
法
の

①地区（コミュニティ）放送の必要性について
現在は地区ごとに情報伝達を行っている地域があり、
今後も地区ごとに放送できる施設を必要としています。
地区ごとに情報伝達ができる施設を検討いただきたい。
②屋内（戸別）放送の必要性について
防災上からも全戸に受信できる設備が必要と考える。
また、戸別受信機については無償で貸与し、公共的施
設や民間事業所等へも配布していただきたい。
③情報提供の手段について
新たに町内全域に有線を敷設するには、多額の費用と
時間が必要となり、大規模地震の際には破線の可能

性も高いため無線系の施設整備が必要と考える。
④提供する情報の種類について

現在のオフトーク通信の放送内容が、今後整備する情
報伝達手段に係る法規則にできるだけ反しない情報内
容となるように考慮されたい。なお、加入率を高めるた
めにも受信料については、無償とされたい。
⑤その他、上記検討内容において必要となる事項

平成 26 年11月の神城断層地震で信濃町は震度5
強を観測しました。今後いつこれ以上の大規模な災害
に見舞われる可能性もありますので、早急に情報通信
体制の整備を図るよう要望いたします。

平成29年2月でオフトーク放送が終了

防災行政無線を整備します
防災行政無線は、「地域防災計画」に基づき、
地域における防災、応急救助、災害復旧に関する業務に使用することを主な目的としています。
併せて、平常時には一般行政事務に使用できる無線となります。

■
平
成
29
年
2
月
以
降
の
情
報
通
信

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
答
申
）

町からの
緊急情報です！
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い
ず
れ
か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）

　
屋
外
放
送
施
設
は
、
既
存
の
屋
外
放
送
施
設

53
か
所
の
施
設
を
有
線
設
備
か
ら
無
線
設
備
に

更
新
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
設
備
に
つ
い
て
も
よ

り
聞
こ
え
や
す
い
物
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
響
に
つ
い
て
は
、「
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
が
遠
く
て
聞
こ
え
な
い
」「
音
が
反
響
し
て

聞
こ
え
づ
ら
い
」
な
ど
の
過
去
に
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
参
考
と
し
、
電
波
調
査
と
併
せ
再
検

討
を
実
施
し
ま
し
た
。
音
響
に
つ
い
て
は
、
気

象
条
件
、
騒
音
（
自
動
車
）
等
の
環
境
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
導
入
す
る
防
災
行
政
無
線
で
の
放
送

内
容
に
つ
い
て
は
、
電
波
法
に
よ
る
規
制
が
あ

り
、
防
災
行
政
無
線
の
目
的
の
範
囲
内
と
な
り

ま
す
が
、
無
線
の
免
許
申
請
の
過
程
で
可
能
な

限
り
現
行
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
と
同
様
に
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
12
月
28
日
に
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
、
防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
契
約
予
定
業

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
１
月
12
日
の

議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
、
業
者
と
正
式
に

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

今
後
は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
工
事
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
住
民
説
明
会
の
日
時
に
つ
い

て
は
、
受
信
機
設
置
申
込
書
（
仮
称
）
と
合
わ

せ
て
郵
送
に
よ
り
全
世
帯
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■整備する施設の概要
①親局　１か所（役場庁舎内）

②中継局１か所（一茶記念館）

③屋外放送施設　既存の屋外放送施設を利用する。

（53か所）

④屋内放送設備（戸別受信機）　全戸（住民）、公共施

設等（避難所、各集会所、病院、駅等）約4,000か所

⑤戸別受信機の受信用アンテナ

　1ダイポールアンテナ　約4,000か所のうち約8

割

　2 3素子八木アンテナ　10世帯程度

　3ロッドアンテナ　約4,000か所のうち約2割

■工事期間
平成27年度～平成29年度の3か年

■今後のスケジュール　
2月中旬頃　住民説明会日程通知および設置申込書

送付

3月～4月頃　住民説明会（全世帯対象）

7月～12月頃　戸別受信機設置および調整（申込者）

平成29年

1月～3月　戸別受信機の調整等

④屋内放送設備
家の中には新しい戸
別受信機により伝達

③屋外放送施設
屋外にはスピーカー
で伝達

外出先には携帯電
話メールで伝達
（既存のメール配信
サービスと連動）

防災行政無線等による情報提供の体系図

②中継局（一茶記念館）

①親局（信濃町役場）
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3
月
に
せ
ま
っ
た
第
21
次

野
尻
湖
発
掘
に
向
け
て
、
野

尻
湖
発
掘
調
査
団
専
門
グ

ル
ー
プ
の
集
会
が
博
物
館
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
専

門
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
野
尻
湖
地
質
グ
ル
ー
プ
★

地
質
グ
ル
ー
プ
は
1
月
9

日
か
ら
11
日
ま
で
の
3
日

間
、
集
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。参
加
者
は
11
名
で
し
た
。

3
月
に
せ
ま
っ
た
第
21
次
発

掘
で
の
発
掘
場
所
を
検
討

し
、
候
補
を
絞
り
込
み
ま
し

た
。
第
21
次
で
は
前
回
の
第

20
次
の
続
き
か
ら
発
掘
す
る

予
定
で
す
の
で
、
前
回
の
発

掘
の
資
料
を
も
と
に
検
討
が

進
め
ら
れ
、
あ
と
ど
れ
く
ら

い
発
掘
可
能
な
地
層
が
残
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し

た
。
今
後
、
野
尻
湖
の
水
位

な
ど
も
合
わ
せ
て
、
最
終
的

な
発
掘
場
所
が
決
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
第
21
次
発
掘
以
降

の
調
査
の
予
定
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

★
野
尻
湖
哺
乳
類
グ
ル
ー
プ
★

哺
乳
類
グ
ル
ー
プ
は
哺
乳

類
化
石
に
つ
い
て
研
究
す
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
昨
年
の
12

月
25
〜
28
日
に
研
究
集
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
8
名
で
し
た
。
第
20
次

発
掘
で
産
出
し
た
脊せ
き
つ
い椎
動
物

化
石
の
報
告
書
の
原
稿
作
成

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
20
次
発
掘
で
は
保
存
状
態

の
良
い
哺
乳
類
の
化
石
が
多

数
見
つ
か
っ
て
お
り
、
発
掘
以

降
の
集
会
で
こ
れ
ら
の
化
石
の

補
強
作
業
や
記
録
作
業
が
お

こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
記

録
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
ま

と
め
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
第
21
次
発
掘
に
向
け
た

準
備
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

★
野
尻
湖
人
類
考
古
グ
ル
ー
プ
★

野
尻
湖
人
類
考
古
グ
ル
ー

プ
は
人
類
や
考
古
学
の
分
野

を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
1
月
9
〜
11
日
に
研
究

集
会
を
開
き
、
大
阪
、
静
岡
、

千
葉
、
長
野
の
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
10
名
で
、
第
20
次
野

尻
湖
発
掘
の
成
果
を
ま
と
め

た
報
告
書
の
原
稿
の
最
終

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
こ
の

3
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
第
21

次
発
掘
の
目
標
を
検
討
し
た

り
し
ま
し
た
。
第
21
次
発
掘

で
掘
る
場
所
の
周
り
で
は
お

よ
そ
40
年
前
に
発
掘
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

当
時
書
か
れ
た
図
面
を
出
し

て
き
て
、
過
去
の
発
掘
で
ど

の
よ
う
な
も
の
が
周
辺
か
ら

出
土
し
て
い
る
か
を
調
べ
る

作
業
を
お
こ
な
い
、
今
度
の

発
掘
の
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

感
想
紹
介

信
濃
小
中
学
校
5
年
生
の

皆
さ
ん
よ
り
関
川
の
学
習
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
関
川
の
学
習
で
は
、上
流
・

中
流
・
下
流
で
さ
ま
ざ
ま
な

事
を
教
わ
り
ま
し
た
。特
に
、

上
流
で
ク
マ
が
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
話
を
聞
い
た
時
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

 

小
林
さ
く
ら

○
関
川
の
学
習
で
イ
ン
ブ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
上
流
で

は
が
け
か
ら
岩
が
崩
れ
て
く

る
こ
と
も
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

外
谷
　
英
慈

○
関
川
の
学
習
で
は
、
説
明

が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の

で
、
関
川
の
こ
と
も

色
々
と
わ
か
っ
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。

小
林
　
愛
莉

信
濃
小
中
学
校
3

年
生
の
皆
さ
ん
よ
り

野
尻
湖
で
の
水
生
生

物
の
学
習
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
橋
の
下
に
エ
ビ
が

あ
ん
な
に
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

あ
み
で
ス
ジ
エ
ビ
を
す
く
っ

た
こ
と
で
す
。
野
尻
湖
に
エ

ビ
を
ま
た
つ
り
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

 
笠
原
　
　
晴

○
ス
ジ
エ
ビ
の
い
る
所
を
教

え
て
も
ら
っ
て
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ス
ジ
エ
ビ
が
こ
ん

な
に
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。 

野
﨑
　
愛
花

○
ス
ジ
エ
ビ
を
と
っ
て
も
多

く
と
り
ま
し
た
。
ス
ジ
エ
ビ

は
す
み
っ
こ
に
に
げ
こ
ん
で

い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で

す
。
ス
ジ
エ
ビ
の
し
お
あ
げ

を
食
べ
て
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。 

小
林
　
大
起

野
尻
湖
発
掘
調
査
団

専
門
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告

地質グループ　10月調査のようす

哺乳類グループ　化石の記録作業

人類考古グループ　集会のようす

関川で川の学習（５年生）
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第
20
次
野
尻
湖
発
掘
で

は
、第
6
次
発
掘（
１
９
７
５

年
）
に
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
肋ろ

っ

骨こ
つ

が
集
中
し
て
見
つ
か
っ

た
場
所
を
発
掘
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
小
松
屋
さ
ん

前
の
湖
底
で
ほ
ぼ
１
頭
分

の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
肋
骨

が
散
ら
ば
っ
て
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
肋
骨
は
ヒ
ト
で

は
12
対
あ
り
ま
す
が
、
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
は
19
か
ら
20
対

あ
り
ま
す
の
で
、
全
部
が

揃
っ
て
い
れ
ば
38
本
か
ら

40
本
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
1
頭
分
だ
と
考
え
ら
れ

る
も
の
は
、
25
本
見
つ
か
り

ま
し
た
。

第
20
次
発

掘
で
も
何

本
か
見
つ

か
り
ま
し

た
。
こ
の

肋
骨
は
不

規
則
に
散

ら
ば
っ
て

い
た
の
で

は
な
く
、

今
の
湖
岸
線
か
ら
30
〜
50

ｍ
沖
合
い
に
集
中
し
て
分

布
し
て
い
ま
し
た
。
野
尻

湖
の
発
掘
地
で
は
こ
の
よ

う
に
集
中
し
て
ほ
ぼ
１
頭

分
の
肋
骨
が
み
つ
か
る
場

所
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
か
ら
お
よ
そ
4
万
3
千

年
ま
え
の
時
代
の
野
尻
湖

の
岸
辺
に
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

が
死
ん
で
そ
の
ま
ま
化
石

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成28年3月19日から28日まで野尻湖にて第21次野尻湖発掘がおこなわれます。「野
尻湖のキルサイト（ゾウの狩り場）のようすを明らかにしよう」というのが発掘の大きな
目標です。全国各地から子どもさんや愛好家・専門家の皆さんが発掘にやってきます。地
元の野尻区と信濃町教育委員会、そして野尻湖発掘調査団では、野尻湖発掘実行委員会を
つくり、発掘に向けて準備を進めています。
今回の発掘でも、全国から見学に訪れる方々をご案内いただく「発掘ガイド」を募集し
ます。「発掘ガイド」は発掘を見学に訪れる方と発掘調査をする調査団の方たちとの間を
つなぐ重要な係で、地域の皆様にお願いしたい大切な仕事です。専門的な知識がなくても
かまいません。発掘直前にガイド養成講座（事前説明会）をおこないます。また、発掘期
間中に発行される「野尻湖新聞」を読んでいただき、見学者の方々に自分の言葉でお話し
てくだされば大丈夫です。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

◆期間　平成 28年 3月 19日（土）～ 27日（日）
◆時間　午前 9:00 ～ 11:30　午後 13:00 ～ 16:00
　　　　※ 19日（土）は午後から、27日（日）は午前までです。
◆分担していただく日時
　半日を 1コマとして希望の日時をお選びください。都合がつく方は、
できるだけ多くご参加いただけますとありがたいです。
◆特典
　発掘現場には発掘参加者以外、自由に入れませんが、発掘ガイドの方
は特別に入ることができます。また期間中に発行される野尻湖新聞を差
し上げます。専門家の方々と交流でき、野尻湖発掘の最新の研究成果を知ることができます。
◆事前説明会
　お申込みいただいた方には、事前説明会をおこないます。昼・夜の日程で複数回開きますので、都合のつく時
間に１回、必ずご参加ください。説明会は１時間程度です。詳細はお申し込みいただいた方に直接ご連絡します。
◆申込み方法　野尻湖ナウマンゾウ博物館　☎ 258-2090 までお電話ください。
◆申込み締め切り　3月 14日（月）

　※第 21 次野尻湖発掘の参加申込みは締め切りました。

第 20次発掘のようす

第21次野尻湖発掘「発掘ガイド」を募集します！
第21次野尻湖発掘実行委員会　　　

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
肋ろ

っ
こ
つ
ぐ
ん

骨
群

野
尻
湖
発
掘

キ
ー
ワ
ー
ド

ナウマンゾウ肋骨の分布（野尻湖哺乳類グループ 1990より）

番号は肋骨の部位
頭骨片
短骨

椎骨
肋骨の椎側方向
左肋骨
右肋骨

防
災
情
報
、
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て

い
た
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
は
、
平
成
29
年

２
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
終

了
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

１
月
時
点
で
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
加
入
率
は
、

43
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
上
の
観
点
か

ら
も
早
急
に
新
し
い
情
報
通
信
体
制
の
整
備
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
は
平
成
26
年
５
月
に
、

情
報
通
信
事
業
検
討
委
員
会
（
商
工
会
、
な
が

の
農
協
、
消
防
団
長
、
住
民
の
代
表
等
で
組
織
）

に
対
し
、「
平
成
29
年
２
月
以
降
の
情
報
通
信

事
業
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
27
年
５
月
に
は
情
報
通
信
事
業
検
討

委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。（
下
図
を

参
照
）

　
町
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
多
く
の
町
民

へ
情
報
伝
達
が
可
能
な
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ

タ
ル
）
と
し
、
屋
内
放
送
、
屋
外
放
送
、
地
区

放
送
が
可
能
な
施
設
の
整
備
を
決
め
ま
し
た
。

平
成
27
年
７
月
か
ら
は
、
全
町
を
対
象
と
し
た

電
波
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
電
波
調
査

は
、
信
越
総
合
通
信
局
へ
の
免
許
申
請
等
に
必

要
な
も
の
で
、
併
せ
て
屋
内
放
送
施
設
等
の
電

波
の
受
信
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備
内
容

　
屋
内
放
送
は
、
戸
別
受
信
機
と
し
、
町
民
１

世
帯
あ
た
り
１
台
を
申
込
制
で
無
償
貸
与
し
ま

す
。
こ
の
戸
別
受
信
機
の
受
信
方
法
は
、
お
住

い
の
地
域
に
よ
り
異
な
り
、
３
種
類
の
方
法
の

①地区（コミュニティ）放送の必要性について
現在は地区ごとに情報伝達を行っている地域があり、
今後も地区ごとに放送できる施設を必要としています。
地区ごとに情報伝達ができる施設を検討いただきたい。
②屋内（戸別）放送の必要性について
防災上からも全戸に受信できる設備が必要と考える。
また、戸別受信機については無償で貸与し、公共的施
設や民間事業所等へも配布していただきたい。
③情報提供の手段について
新たに町内全域に有線を敷設するには、多額の費用と
時間が必要となり、大規模地震の際には破線の可能

性も高いため無線系の施設整備が必要と考える。
④提供する情報の種類について

現在のオフトーク通信の放送内容が、今後整備する情
報伝達手段に係る法規則にできるだけ反しない情報内
容となるように考慮されたい。なお、加入率を高めるた
めにも受信料については、無償とされたい。
⑤その他、上記検討内容において必要となる事項

平成 26 年11月の神城断層地震で信濃町は震度5
強を観測しました。今後いつこれ以上の大規模な災害
に見舞われる可能性もありますので、早急に情報通信
体制の整備を図るよう要望いたします。

平成29年2月でオフトーク放送が終了

防災行政無線を整備します
防災行政無線は、「地域防災計画」に基づき、
地域における防災、応急救助、災害復旧に関する業務に使用することを主な目的としています。
併せて、平常時には一般行政事務に使用できる無線となります。

■
平
成
29
年
2
月
以
降
の
情
報
通
信

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
答
申
）

町からの
緊急情報です！
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い
ず
れ
か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）

　
屋
外
放
送
施
設
は
、
既
存
の
屋
外
放
送
施
設

53
か
所
の
施
設
を
有
線
設
備
か
ら
無
線
設
備
に

更
新
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
設
備
に
つ
い
て
も
よ

り
聞
こ
え
や
す
い
物
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
響
に
つ
い
て
は
、「
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
が
遠
く
て
聞
こ
え
な
い
」「
音
が
反
響
し
て

聞
こ
え
づ
ら
い
」
な
ど
の
過
去
に
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
参
考
と
し
、
電
波
調
査
と
併
せ
再
検

討
を
実
施
し
ま
し
た
。
音
響
に
つ
い
て
は
、
気

象
条
件
、
騒
音
（
自
動
車
）
等
の
環
境
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
導
入
す
る
防
災
行
政
無
線
で
の
放
送

内
容
に
つ
い
て
は
、
電
波
法
に
よ
る
規
制
が
あ

り
、
防
災
行
政
無
線
の
目
的
の
範
囲
内
と
な
り

ま
す
が
、
無
線
の
免
許
申
請
の
過
程
で
可
能
な

限
り
現
行
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
と
同
様
に
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
12
月
28
日
に
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
、
防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
契
約
予
定
業

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
１
月
12
日
の

議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
、
業
者
と
正
式
に

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

今
後
は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
工
事
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
住
民
説
明
会
の
日
時
に
つ
い

て
は
、
受
信
機
設
置
申
込
書
（
仮
称
）
と
合
わ

せ
て
郵
送
に
よ
り
全
世
帯
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■整備する施設の概要
①親局　１か所（役場庁舎内）

②中継局１か所（一茶記念館）

③屋外放送施設　既存の屋外放送施設を利用する。

（53か所）

④屋内放送設備（戸別受信機）　全戸（住民）、公共施

設等（避難所、各集会所、病院、駅等）約4,000か所

⑤戸別受信機の受信用アンテナ

　1ダイポールアンテナ　約4,000か所のうち約8

割

　2 3素子八木アンテナ　10世帯程度

　3ロッドアンテナ　約4,000か所のうち約2割

■工事期間
平成27年度～平成29年度の3か年

■今後のスケジュール　
2月中旬頃　住民説明会日程通知および設置申込書

送付

3月～4月頃　住民説明会（全世帯対象）

7月～12月頃　戸別受信機設置および調整（申込者）

平成29年

1月～3月　戸別受信機の調整等

④屋内放送設備
家の中には新しい戸
別受信機により伝達

③屋外放送施設
屋外にはスピーカー
で伝達

外出先には携帯電
話メールで伝達
（既存のメール配信
サービスと連動）

防災行政無線等による情報提供の体系図

②中継局（一茶記念館）

①親局（信濃町役場）
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北信地区合同就職面接会

ハローワーク長野 ･ 篠ノ井 ･ 飯山 ･ 須
坂では、学生および求職者の就職支援
を目的に、就職面接会を開催します。
■対象者
◎平成 28 年３月大学・短大・高専・専修
学校等卒業予定者（卒業後概ね 3 年以
内の既卒者含む）
◎概ね 45 歳以下の一般求職者
◎ U・I ターン就職希望者
■日時　２月 19 日金 13：00 ～ 16：00
■会場　メルパルク長野
■内容　約 80 社の採用予定のある企
業人事採用担当者と直接面接できます。
詳細はハローワーク長野のホームペー
ジをご覧ください。
※入場無料、事前の参加申込不要
問ハローワーク長野 学生就職支援室
☎（２２８）０９８９

福祉の職場説明会を開催

福祉の職場に関心のある方や就職を希
望している方のために、職場説明会・
就職面接会（事業所や仕事・資格の説明、
就職面談）を行います。
■開催日　2 月 13 日土
■会場　メルパルク長野
■就職活動ワンポイントセミナー
時間　12：30 ～ 13：20
就職活動のポイントのアドバイス
■福祉の職場説明会・就職面接会
時間　13：30 ～ 15：30
福祉事業所の方と直接面談ができます。
問ハローワーク長野
☎（２２８）１３００

長野県シニア大学学生募集

今まで培った知識や経験を活かし、交

友の輪を広げ、積極的に地域活動をし
てみませんか。
■対象者　概ね 60 歳以上の県内在住者
で、学習意欲が旺盛であり地域活動を目
指す方
■学習期間　２年間　60 時間／年（年
間 15 日× 4 時間）
■授業料　年額 10,000 円予定（他に教
材費等の自己負担あり）
■申込期限　2 月 29 日月
申込書は住民福祉課福祉係にあります。
期限までに持参または郵送（２月 29 日
消印有効）してください。
問住民福祉課 福祉係
☎（２５５）１１７９

子育て支援を目的とした
講演会を開催します

信濃町教育委員会では、子育て支援の
ために講演会を開催します。「心身の発
達に大切な生活習慣」 と題して、「睡眠
リズム」「生活習慣」などと心身の発達
との関連についての講演になります。
■日時　3 月 3 日木　17：30 ～ 19：00
■場所　信濃小中学校 地域交流ホール
■講師　上越教育大学 准教授 学校教
育研究科　山本 隆一郎 氏
■その他　申込不要／託児ルームあり
問信濃町教育委員会 事務局
☎（２５５）５９２３

「こころ元気に生きる知恵」
講演会を開催します

長野精神保健福祉協議会・長野保健福
祉事務所では、ストレスに負けずに元
気に暮らすためのヒントを提示し、み
なさんの心の健康づくりを進めるため
に講演会を開催します。

■日時　3 月 3 日木　14：00 ～ 15：30
■場所　ホクト文化ホール 2 階小ホー
ル（長野県県民文化会館）
■講師　こころの元気研究所　所長　
鎌田 敏（かまた びん）氏
■定員　250 人（事前申込制）
■申込 方 法　 ※電 話・はがき・FAX・
メールで申込みください。※定員にな
り次第、締め切ります。
問長野県保健福祉事務所
☎（２２５）９０４５
FAX（２２３）７６６９
Ｅメール nagaho-kenko@pref.nagano.
lg.jp

県営住宅 県下統一募集

長野県住宅供給公社では、県内の県営
住宅の募集内容を 2 月10日頃に決定し、
長野県ホームページで発表する予定で
す。募集する県営住宅や応募方法など
の詳細な内容については、お問い合わ
せください。
■受付期間　
2 月 17 日水～ 2 月 26 日金

（期間中の土日も受付をします）
問長野県住宅供給公社 県営住宅課
☎（２２７）２３２２

自動車の登録・検査手続き
はお早めに

毎年、３月下旬は自動車の検査・登録
申請が多く、窓口が大変込み合います。
車検の手続きは、１か月前から受検で
きますので２月下旬までに。廃車・名義
変更等の手続きは、３月中旬までに申
請されるようお願いします。
問長野運輸支局
登録 ☎０５０（５５４０）２０４２
検査 ☎（２４３）５５２５

Living information

暮らしの情報 2
2016

ひとときの会からのお知らせ

氷瀑「幻の大滝」へ

冬の黒姫山麓を散策しよう

冬だからこそ通れるルートで童話館から氷瀑に向かいます。この機会にぜひ一緒に
いきませんか。神秘的な雰囲気、ものすごく癒やされるスポットです！！　スノーシュー
でもクロカンの板でも参加可能です。※悪天候時は中止

■日時　２月１５日月 　9：3 0 ～お昼前後
■集合場所　9：00　童話の森スノーウェーブ
駐車場に集合（夏季は童話館駐車場）
■参加費　300 円 ( 保険料ほか）
■持ち物・服装　飲み物／おやつ／スノーシュー
かクロカン（スノーシューレンタル 300 円）／ストッ
ク／スキーに準じた防寒／リュック

お申込みは２月 12 日金までに商工観光・癒しの森係   ☎（２５５）５９２５

勤務条件等、詳しくはホームページ
をご覧いただくか、下記までお問い
合わせください。

問住民福祉課 環境係 
☎（255）5924

小型家電の収集
小型家電の収集を行います。料金はかかりません。お
持ちの際は、電池・バッテリーを外してください。また、
個人情報が含まれる製品は消去をお願いします。

○対象品目：携帯電話／カメラ／ DVDデッキ／ゲーム
機／電子レンジ／掃除機／電気炊飯器／ファンヒーター
／電動式時計／プリンター／パソコンなど
○収集できないもの：テレビ／洗濯機／冷蔵庫／乾燥
機／冷凍庫／エアコン／充電式バッテリー／電池など

■収集日：2 月１4 日日　午前９時～11時
■場　所：役場正面駐車場
※地区集積所では収集しません ご家庭で使用した家電製品が広

く対象となります。詳しくは環
境係にお問合せください。

新聞紙・折込チラシ
（一緒に束ねてもよい）

出し方
種類別に紐で十字
に束ねてください

雑誌・雑がみダンボール

牛乳パック
毎年、古紙以外の混入が見受けら
れますので、きちんと分別をお願
いします。（プラスチック製ファイ
ル／ファイルの綴じ金具／メール
便・封筒などのプラスチック製窓
枠／付録等のＣＤ・ＤＶＤなど）

問住民福祉課 環境係 
☎（255）5924

古紙の収集
古紙の収集を行います。出し方をご
確認の上お持ちください。なお、例
年混雑しますので、駐車場での事故
にご注意ください。

■収集日：2 月１4 日日
■時　間：午前９時～11時
■場　所：役場正面駐車場
※地区集積所では収集しません

オ
フ
ト
ー
ク
し
な
の
自
主
番
組

1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
3月24日木／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）

4か月児／対象：平成27年10・11月生
7か月児／対象：平成27年7・8月生

10か月児／対象：平成27年4・5・6月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
2月12日金／受付12:30～12:45 
1歳半児／対象：平成26年7月生
3歳児　／対象：平成24年11・12月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00 
※希望日の3日前までに予約してください。
※予防接種は一般外来でも承ります。（予約）

4よろず相談　    子育て支援ルーム「なかよし」
2月1日月／10:30～11:30　子育ての相談・計測

5マタニティーセミナー 　    保健センター
2月25日木10:00～13:00／対象：平成28年5
～8月出産予定の方　安心して赤ちゃんをむ
かえられるように、2回コースで勉強します。

6すこやか料理教室       　  町保健センター
2月4日木／9：45～13：30／行事食・調理の基
本～たのしく・おいしく・腹八分目～

7精神保健相談　       長野保健福祉事務所
2月12日金／13:30～／不眠･アルコール依存･
人間関係･引きこもりなど、本人・ご家族の心の相
談を精神科医がお受けします。（要予約）

8母乳相談　　   子育て支援ルーム「なかよし」
2 月 1 日月／8 日月／16 日火／22 日月／29
日月／9:00 ～ 13:00／相談、乳房マッサージ
※ 8 日以降は地域交流施設で行います。

9あそびの会　    　　　　　地域交流施設
2 月 25 日木／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：ベビー
ヨガ

�園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
2月8日月／9:00～11:00

▶問い合わせ先

1～2・4～6 保健予防係 ☎(255)3112
3 信越病院小児科外来 ☎(255)3100
7 長野保健福祉事務所 ☎（225）9045
8・9 なかよし相談員 ☎090(4382)6832
� 野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201
／富士里保育園 ☎(255)3416

問住民福祉課環境係　☎（255）5924

２月資源物収集
3日水 容器包装プラスチック

17日水 容器包装プラスチック
※枡形不燃物最終処分場への搬入は 11 月末

で終了しています。
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月
22日 詩吟の時間

29日 一茶ふるさと俳句（東風）

火 23日 税務署だより

水 毎週 保健だより

木
11日 消防だより

18日 交番だより

土
13,27日 ふるさとの民話

20日 学校だより

毎週火曜日は、時間外窓口を行います

2月 2日 /9日/16日/23日  
午後5:15～午後7:00　【祝祭日除く】
◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明／
印鑑証明の発行　

※内容によっては発行できない場合もあります。
※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。
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人口 8,942 人　男 4,373 人　女 4,569 人　世帯数 3,405 世帯　（１月１日現在）

未
来
へ
の
輝
く
思
いゆめはプロやきゅうせん手

ぼくのゆめは、プロやきゅうせん手になることです。プロや
きゅう名かんも、２０１２ねんのせん手名かんを見のがして

しまっただけで、11 ねんから１５ねんまであります。ぼくは、日
本のエース、おおたにしょうへいせん手のライバル、ふじなみしん
たろうせん手がいる、はんしんタイガースがすきです。ぼくのおと
うさん、おかあさんも、そのチームがすきで、おじいちゃん、おばあ
ちゃん、ひいおじいちゃん、ひいおばあちゃんもすきで、ぼくのう
ちではむかしの人たちからうけつがれてきたチームだとおもいま
す。いまはこんなすがただけど、いつか、せがたかくしっかりした
すがたでゆめのピッチャーマウンドで、ふじなみせん手やおおたに
せん手みたいになって、みんなをおどろかせて、バッターではホー
ムランをうちたいです。
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achi.nagano.jp　
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今
冬
は
雪
が
降
ら
ず
気
温
も
高

い
の
で
、と
て
も
過
ご
し
や
す
く

助
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、ス

キ
ー
場
な
ど
を
考
え
る
と
、こ
れ

だ
け
雪
が
降
ら
な
い
と
さ
す
が
に

心
配
に
な
り
ま
す
。
私
も
年
に

数
回
、ス
キ
ー
に
行
き
ま
す
。
ス

キ
ー
が
年
間
の
唯
一
の
運
動
と
な

る
た
め
、そ
の
機
会
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
1
回
で
も
多
く

ス
キ
ー
場
に
足
を
運
び
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
◆
と

こ
ろ
で
、雪
が
降
ら
な
い
の
は
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
関
係
し
て
い

る
そ
う
で
す
が
、地
球
の
温
暖
化

も
き
っ
と
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
◆
そ
ん
な
少

雪
の
中
の
1
月
10
日
、多
く
の
地

区
で
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
に
組
ま
れ
た
や
ぐ
ら

の
周
り
に
は
雪
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
も

い
つ
も
と
勝
手
が
違
っ
た
よ
う
で

す
。
冬
の
伝
統
行
事
に
は
、や
っ

ぱ
り
雪
が
あ
っ
た
ほ
う
が
風
情
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
水
）

編
集
後
記 

美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像
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